
ホールにおける催事利用時の定員制限緩和（～100％）のための 

感染リスク軽減措置について 
 

 ※本書については、利用申請日から１週間以内の間に必ずご提出ください。 

  期限内に提出いただけない場合は、定員制限の緩和を承認しないことがあります。 

 

当団体が（  施設・ホール名  ）において、利用定員の制限（2分の 1以下）を超える来場

者による催事を行うにあたり、以下に掲げる感染防止対策を確実に行うことを誓約いたします。 

 

１．消毒の徹底 

 □全スタッフ及び出演者の手洗い・手指消毒を徹底します。 

□来場者の手指消毒が確実に行われるよう、受付等に消毒液を設置します。 

 （以上について必要となる消毒液は主催者側で用意します） 

□来場者の入れ替えがあるときには、座席のひじかけや背もたれなど、可能な限り消毒を行い

ます。（施設が用意する消毒液を使用できます） 

□舞台上の備品（ただし、主催者側スタッフが動かせないものを除く。）の消毒は主催者側で行

います。（施設が用意する消毒液を使用できます） 

 

２．マスク着用の担保 

□全スタッフについてマスクの着用を徹底するとともに、来場者についても館内でのマスク着

用の徹底を周知します。 

□出演者は舞台上であってもマスクを常時着用します。（ただし、演出上マスク着用が不可な場

合は別途貴施設と協議のうえ、必要な対策を講じてマスクを外すこととします。） 

□催事の来場者でマスクを持参しない者がいた場合は、主催者側で用意したマスクを提供し着

用を促すなど、マスクの着用を徹底します。 

 

３．かぜ様症状等を有する者の入場制限 

 □全スタッフ及び出演者について、発熱等かぜ様症状の有無を確認するとともに、症状がある

者については出演・練習も含め入場を行いません。 

□全ての来場者について入場受付時に検温を実施し、体温が 37.5℃以上ある者については入場

をお断りします。（施設所有の体温検知カメラを 1台使用できます） 

 □（有料催事の場合のみ）検温結果や有症状のため主催者が入場をお断りした者に対する入場

料の払い戻し規定を設けます。 

 

４．参加者等の把握 

 □催事の参加予約時または入場時に、来場者の氏名、住所及び連絡先電話番号を確実に把握し

ます。（スタッフ及び出演者についても同様） 

 □全ての来場者に対し接触確認アプリ「COCOA」のダウンロードを促すため、配布物（パンフレ

ット等）にＱＲコードを印刷するなどして周知を行います。      

 ―裏面に続く― 

資料４



５．大声等（歓声、歌唱を含む。以下同じ）の抑止 

 □来場者に対し、会場内で大声等を発しないこと及び歓談はできるだけ控えていただくことに

ついて会場内アナウンス等により周知します。 

 □スタッフを会場内に配置して、催事中に大声等を発する者がいた場合に個別に注意等の対応

ができる体制を整えます。 

  （具体的な配置内容：                              ） 

 

６．入退場時及び休憩時間中の密集の回避 

 □入場時及び休憩時間中の密集を避けるために、開場時刻と開演時刻の間を１時間以上あけ休

憩時間は余裕をもった時間とするとともに、ホワイエ等へのスタッフの配置や来場者の動線

を確保する等により、来場者同士の距離を確保します。 

上記の取組の実施が困難などにより来場者の密集が回避できない場合は、あらかじめ催事の

入場定員数を削減するなど調整します。 

（具体的な取組内容： 

                                        ） 

 □退場時の密集を避けるために、席の位置に応じて分散しての退場を行います。 

 

７．出演者・観客間の接触防止 

 □出演者が歌唱等を行う場合、座席の最前列は舞台前から十分な距離（少なくとも２ｍ以上）

を確保します。 

 □舞台上についても、出演者同士の間隔を１ｍ以上確保します。 

 □出演者と来場者が催事前後や休憩時間等に接触することを確実に防ぐため、主催者として次

の対策を講じます。 

  （具体的な対策内容：       

                                         ） 

８．催事前後の行動についての注意喚起 

 □公共交通機関や飲食店での密集を回避するため、これらの利用にあたっては予約システム等

を活用して分散利用するよう、全スタッフ、出演者及び来場者に対して促します。 

  （具体的な取組内容： 

                                         ） 

 

９．その他 

 □利用打ち合わせ時に施設スタッフから指示された事項は遵守します。 

 

催事開催予定日：       年   月   日 

  催事名：                   

   利用団体名：                 

                     （代表者名：             ） 



 来場者の検温対応マニュアル（発熱等有症状を確認した際の対応） 

 

 

【事前準備】   

〇非接触型体温計または体温検知カメラを会場受付に準備する。 

〇発熱症状を確認した場合、一時待機してもらうスペースを確保しておく。 

 （別室またはパーテーションでの仕切り空間の設置） 

〇発熱症状を確認した場合の問診票（別紙）を準備する。 

〇有料公演の場合、返金に対応するための現金を用意しておく。 

〇新型コロナウイルス接触確認アプリ(COCOA)のダウンロードを促すため、配布物（パンフ

レット等）に QR コードを印刷するなどして周知を行う。 

  

【当日の流れ】 

１ 催事の来場者に対して、非接触型体温計または体温検知カメラで検温を実施 

２ 37.5℃以上の測定結果が出た来場者を別室（パーテーションでの仕切り空間）に誘導

する。 

３ ５分間、クールダウンの時間をとり、その時間を利用して問診票に記入いただく。 

４ 問診の結果、１つでも該当する項目がある場合は、入場をお断りする。 

５ 問診票の項目のいずれにも該当しない場合は、５分後、再度、非接触型体温計（医療

機器）により検温を行う。 

37.5℃を下回った場合は入場していただく。 

再測定の値も 37.5℃以上である場合は、入場をお断りする。 

６ （入場をお断りした来場者に対して）有料公演の場合には、チケットに氏名と連絡先

が記入されていることを確認のうえ、チケットと引き換えに代金を返金する。 

７ 待機に使用した椅子等、当該来場者が触れた可能性のある場所を、アルコールで消毒

する。    

   

 

 



  



問 診 票 

あなたの現在の体調（具体的な症状等の有無）について、該当するものに

チェックをしてください。 

お名前：              

具体的な症状等 

該当するものに 

チェックしてください 

「あり」 

または「はい」 

「なし」 

または「いいえ」 

咳(せき)  □ □ 

喉(のど)の痛み □ □ 

鼻水や鼻づまり □ □ 

息苦しさ □ □ 

倦怠感(だるさ) □ □ 

普段にはない体の強い痛み □ □ 

頭痛 □ □ 

下痢 □ □ 

味覚や嗅覚(におい)の異常 □ □ 

自身がコロナウイルス感染者の

「濃厚接触者」である 
□ □ 

同居者に「濃厚接触者」がいる □ □ 

 

令和  年  月  日 

ご協力ありがとうございました。 
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